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令和４年 第１０回 栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和 ４年１０月２７日 午後１時３０分、下記の件の議定のため、令和４年 第１０回 

栗原市農業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。  

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ５ 報告第 ２号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ６ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可取消願について 

日程第 ７ 議案第 ２号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ８ 議案第 ３号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ４号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第 ５号 農地転用事業計画変更承認申請について 

日程第１１ 議案第 ６号 農用地利用集積計画について 

日程第１２ 議案第 ７号 非農地証明願について 

日程第１３ 議案第 ８号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について 

日程第１４ 議案第 ９号 空き家に付属する農地指定申請について 

 

１ 出席委員 （２２名） 

    １番 佐々木  栄 夫 委員、  ２番 佐 藤    勝 委員、 

    ３番 熊 谷  ゆ り 委員、  ５番 遊 佐  一 成 委員、 

６番 菅 原  勝 宏 委員、  ７番 岩 淵  敬 一 委員、 

８番 米 山  嘉 彦 委員、  ９番 阿 部  一 信 委員、 

１０番 曽 根  金 雄 委員、 １１番 三 浦  正 勝 委員、 

   １２番 鈴 木  和 子 委員、 １３番 芳 賀  博 秋 委員、 

   １４番 尾 形  陽一郎 委員、 １５番 髙 橋    寛 委員、 

   １６番 狩 野  善 典 委員、 １７番 佐々木  耕太郎 委員、 

１８番 髙 橋  榮 一 委員、 １９番 岩 渕    弘 委員、 

２０番 三 浦    栄 委員、 ２１番 大 沢  純 香 委員、 

 ２３番 大 場  裕 之 会長職務代理者、 

   ２４番 吉 田  優 俊 会長 

 

２ 欠席委員 （１名） 

    ４番 佐々木    弘 委員、 



 2 

３ 議事に参与した者 

   事務局長        小野寺  世 洋 

   事務局長補佐      小 山  雅 規 

   農地農政係 主 幹   高 橋    潤 

   農地農政係 主 幹   大 場    香 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

 

    （ 午後１時３０分 開会） 

 

議長 

 ご起立願います。 

 ご苦労様です。ご着席願います。 

 稲刈りも大体が終わった状況で、残っているのは大規模農家の分かなという感じでおり

ます。２～３日前から今年一番の冷え込みということで寒い日が続いております。これか

ら藁の片づけ、大豆の収穫など秋に忙しくなるのではないかと思います。 

 委員皆様には十分に健康にご留意され、活動いただければと存じます。 

 それでは、只今から、令和４年 第１０回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 ただいまの出席委員は、２１名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

 欠席ならびに遅刻の通告があります。 

 議席番号４番 佐々木 弘 委員、から所用のため欠席する旨の通告がございます。 

 また、議席番号９番 阿部 一信 委員から、所用のため遅刻する旨の通告がござい  

ます。 

 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 議案説明等のため、関係職員を出席させております。 

 なお、新型コロナウイルス感染症予防対策のため、会議場の換気をしております。 

 また、皆様にはマスク着用をお願いいたします。 

 

議長 

 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

 議事録署名委員は、農業委員会会議規則第２７条第２項の規定により、議席１１番 

三浦 正勝 委員、１２番 鈴木 和子 委員 の両名を指名いたします。 
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議長 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本総会の会期は、本日１日間としたいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 

議長 

 日程第３、事務報告を行います。事務局から報告いたします。 

 

小野寺事務局長 

 議案資料に基づき、令和４年９月２９日から令和４年１０月２７日までに実施の事務事

業等の報告並びに、令和４年１０月２８日から令和４年１１月２８日までに予定している

事務事業等について説明。 

 

議長 

 これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

議長 

 日程第４、報告第 1号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告いた

します。 

 第１区の番号１番から３までの３案件、第２区の番号４番から５番までの２案件、第３

区の番号６番の１案件、合わせて６案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 田 １筆 １，９３４㎡、 

 番号２番は、一迫地区の 田 １筆 ９６６㎡、 

番号３番は、瀬峰地区の 畑 １筆 ２，９３３㎡、いずれも、農地法第３条による賃

貸借権解約の３案件、 

 第２区の番号４番は、若柳地区の 田 １筆 ４，１２４㎡、 

 番号５番は、若柳地区の 田 ５筆 ５，１３９㎡、いずれも、基盤法による賃貸借権 

解約の２案件、 

 第３区の番号６番は、栗駒地区の 田 ３筆 １，３９８㎡、 

 以上、６案件を説明報告。 
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議長 

 これで、日程第４、報告第１号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、 

報告を終わります。 

 

議長 

 日程第５、報告第２号、使用貸借権の解約通知について、を報告いたします。 

 第２区の番号１番の１案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号１番は、若柳地区の 田 ４筆 ８，８７９㎡、農地法３条による使用貸借

権解約の１案件、を説明報告。 

 

議長 

 これで、日程第５、報告第２号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 

 

議長 

 日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可取消願について、を議題とい

たします。 

第３区の番号１番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１番は、鶯沢地区の 田 ３筆 ３９０㎡、譲受人の労力低下により規模拡

大ができなくなり、所有権移転の必要がなくなったため取消を求める旨説明。 

以上、１案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

  ―「討論なし」の声― 
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議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可取消願について、の 

 番号１番の１案件について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願いま

す。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可取消願について、の 

 番号１番の１案件については、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 

議長 

日程第７、議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 はじめに、第１区の番号１番から番号２番の２案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 畑 １筆 ４５０㎡、 

 番号２番は、高清水地区の 畑 １筆 ４８３㎡、いずれも所有権移転売買の２案件、 

なお、番号１番の案件は先月の第９回総会で承認された空き家に付属する農地の旨説明。 

以上、２案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る１０月２０日、議席番号１番 佐々木 栄夫 委員、議席番号１０番 曽根 金雄

委員、農地利用最適化推進委員の 曽根 茂 推進委員 が現地確認調査を行っておりますの

で、その結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１番 佐々木 栄夫 委員 から報告願います。 

 

佐々木 栄夫 委員 

 事務局説明の２案件について、去る１０月２０日に４名にて、書類審査及び現地確認を

行いました。 

 番号１番は事務局説明のとおり、先月の総会で承認された空き家に付属する農地であり 

特に問題はないものと判断しました。 

番号２番は、相手方の要望と労力不足の理由で双方一致しており、特に問題はないと判

断しました。 



 6 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号３番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号３番は、若柳地区の 畑 １筆 １，２１３㎡、所有権移転売買の１案件、 

 以上、１案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る１０月２１日、議席７番 岩淵 敬一 委員、農地利用最適化推進委員の 小野

寺 栄悦 推進委員、及び 阿部 正一 推進委員 が現地確認調査を行っておりますので、そ

の結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、小野寺 栄悦 推進委員 から報告願います。 

 

小野寺 栄悦 推進委員 

 去る１０月２１日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 詳細は事務局説明のとおりであり、番号３番は相手方の要望と経営規模拡大のため売買

するものであり、特に問題ないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

議長 

 質疑なしと認めます。 
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 次に、第３区の番号４番から番号５番までの２案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号４番は、栗駒地区の 畑 １筆 １，９４９㎡、所有権移転売買の１案件、 

なお、市外居住者の取得案件により個別内容説明、 

 番号５番は、鶯沢地区の 田 １０筆 ８，８９４㎡、農地法第３条による賃貸借権設

定の１案件、 

以上、２案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る１０月２１日、議席１６番 狩野 善典 委員、農地利用最適化推進委員の 佐藤 

憲一 推進委員、及び 三浦 勇市 推進委員 が現地確認調査を行っておりますので、その結

果の報告をお願いいたします。 

 それでは、議席１６番 狩野 善典 委員 から報告願います。 

 

狩野 善典 委員 

 去る１０月２１日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号４番は、南面と東面が宅地、西面と北面が市道と県道に挟まれた土地であり、管理

もしっかりしており、問題はないものと判断しました。 

番号５番は、労力不足と相手方の希望によるもので問題ないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 
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 議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請 について、の 

 番号１番から番号５番までの５案件について、原案のとおり許可することに賛成の委員

は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第６、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請 について、の 

 番号１番から番号５番までの５案件については、原案のとおり許可することに決定いた

しました。 

 

議長 

 日程第８、議案第３号 農地法第４条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 第２区の番号１番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号１番は、若柳地区の 田 ２筆 ８８０㎡、申請地を住宅用地として転用

し、集合住宅及び駐車場を建築造成し家賃収入を得るものであります。 

 農地区分は第３種農地、生活雑排水は下水道接続、雨水の排水計画も妥当であることを

説明。 

 以上、許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、小野寺 栄悦 推進委員から報告願います。 

 

小野寺 栄悦 推進委員 

 報告いたします。去る１０月２１日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号１番は、すでに集合住宅が建っている土地の南側で、現状変更の届出がなされてお

ります。今回の集合住宅の建築及び駐車場造成のため周辺農地に与える影響もないようで

あり、特に問題がないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い
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ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第３号 農地法第４条の規定による許可申請についての番号１番の１案件、 

について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第８、議案第３号 農地法第４条の規定による許可申請についての、 

番号１番の１案件は、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第９、議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 第１区の番号１番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 番号１番は、一迫地区の 田 １筆 ２，３４４㎡ のうち １３．４１㎡ について、 

地上権設定の１案件で、申請地を借り営農型太陽光発電設備を設置し売電収入を得るもの

で、パネル下部ではブルーベリーの作付けを行うものです。 

 農地区分は農用地区域内の農地ですが、営農型太陽光発電設備による一時転用で、不許

可の例外規定に該当、雨水は自然浸透であることを説明。 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 
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 それでは、議席番号１０番 曽根 金雄 委員から報告願います。 

 

曽根 金雄 委員 

      議案第４号の案件について報告いたします。去る１０月２０日に４名にて、書類審査及

び現地確認を行いました。 

 番号１番、詳細は事務局説明のとおりであり、令和元年に営農型発電設備設置の一時転

用許可を得て事業実施中であり、下部でブルーベリーを作付けしている状況。現地は、約

１メートルまで苗木が成長しており引き続き生育を管理していく旨確認したことから、許

可にあたっては特に問題がないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号２番から番号７番の６案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号２番から番号４番は関連案件のため、一括して説明します。 

番号２番は、若柳地区の 田 １筆 １，８８５㎡ のうち １１５㎡ について、 

番号３番は、若柳地区の 田 １筆 ２６６㎡ のうち ２２０㎡ について、 

番号４番は、若柳地区の 田 １筆 ６８１㎡ のうち ３１３㎡ について、 

いずれも申請地を一時転用し新幹線のトンネル法面工事のための作業ヤードと資材運搬用 

モノレールを設置するものです。 

 農地区分は番号２番が第２種農地、それ以外は農用地区域内の農地ですが、期間を限定 

しての一時転用で不許可の例外規定に該当、雨水は自然浸透であることを説明。 

 番号５番は、金成地区の 畑 １筆 ３７２㎡、申請地を譲り受け一般個人住宅及び駐

車場を建築造成するものです。 

 農地区分は第１種農地ですが集落接続の不許可例外として取り扱い、生活排水は下水道

接続、雨水は既設側溝排出を説明。 

 番号６番は、志波姫地区の 田 ３筆 １，９６２㎡、所有権移転売買の１案件で、 

申請地を譲り受け集合住宅及び駐車場を建築造成するものです。 
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 農地区分は宅地及び高低差のある道路により分断された小集団農地となり、第２種農地

として取り扱います。生活排水は下水道接続、雨水は自然浸透及び既設側溝排出を説明。 

 番号７番は、志波姫地区の 畑 １筆 ９０１㎡のうち３４８㎡、賃貸借権設定の１案

件で、申請地を借り橋梁工事のための仮設事務所及び資材置場として一時転用し使用する

ものです。 

 農地区分は農振農用地ですが一時転用のため不許可例外として取り扱い、生活排水は発

生せず、雨水は自然浸透及び既設側溝排出を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号７番 岩淵 敬一 委員 から報告願います。 

 

岩淵 敬一 委員 

 去る１０月２１日に４名にて、書類審査及び現地確認を行いました。 

 番号２番から４番は、新幹線トンネル工事による資材置き場の一時転用であり、過去に

も同様の事例がありました。現地確認の結果、周辺への影響もないことから問題ないもの

と判断しました。 

 番号５番は、個人住宅建築の案件で、周辺への影響もないことから問題ないものと判断

しました。 

 番号６番は、集合住宅の建築でありますが、周辺は宅地となっており、周辺への影響も

ないことから問題ないものと判断しました。 

 番号７番は、橋の工事による事務所と材置き場の一時転用であり、周辺への影響もない

ことから問題ないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号８番から番号９番の２案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

事務局 

 第３区の番号８番は、栗駒地区の 田 ２筆 １，２４１㎡、所有権移転売買の案件で 
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申請地を購入し太陽光発電設備を設置し売電収入を得るものです。 

 農地区分は農地が宅地により分断された生産性の低い第２種農地で、雨水は自然浸透を

説明。 

 番号９番は、栗駒地区の 田 １筆 ４１３㎡、所有権移転贈与の案件で、一般個人住

宅及び駐車場を建築造成するものです。 

 農地区分は第３種農地で、生活排水は下水道接続、雨水は自然浸透及び既設側溝排出を

説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、三浦 勇市 推進委員 から報告願います。 

 

三浦 勇市 推進委員 

 書類審査及び現地確認結果をご報告します。 

 番号８番は、大阪の業者による太陽光発電設備の設置、 

 番号９番は、親子間の所有権移転贈与による一般個人住宅の建設、となっており、 

現地確認の結果、２案件とも問題ないものと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請についての番号１番から番号９番まで

の９案件について、原案のとおり許可することに賛成の委員は、挙手願います。 

  ―「挙手多数」― 

 



 13 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第９、議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請についての番号１

番から番号９番までの９案件は、原案のとおり許可することに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第１０、議案第５号 農地転用事業計画変更承認申請について、を議題といたしま

す。 

 第３区の番号１番から番号２番の２案件、を審議いたします。 

それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号１番は、栗駒地区の 田 １筆 ４４０㎡、令和４年８月８日付けで許可 

を受け従業員駐車場及び資材置き場造成を予定していましたが、許可後に予定していた工

法について土量の確保が困難となり、人力不足と相まって計画変更を行うものです。 

 農地区分は農地が宅地により分断された生産性の低い第２種農地で、雨水は自然浸透を

説明。 

 番号２番は、栗駒地区の 田 ３筆 ５，５３０㎡、令和元年１１月２７日付けで許可

を受け現場事務所及び資材置き場として事業継続していますが、天候不順や資材調達の遅

れから工期の終期を延長するため計画変更を行うものです。 

 農地区分は農振農用地で一時転用許可であること、雨水は自然浸透を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、佐藤 憲一 推進委員 から報告願います。 

 

佐藤 憲一 推進委員 

 報告します。１０月２１日に先の説明のとおり４名で調査を行いました。 

 番号１番、番号２番ともに事務局説明のとおりであり、２案件とも問題ないものと判断

しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 
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  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第５号 農地転用事業計画変更承認申請についての、第３区の番号１番から番号２

番までの２案件について、原案のとおり承認することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１０、議案第５号 農地転用事業計画変更承認申請についての、第３区

の番号１番から番号２番までの２案件は、原案のとおり承認することに決定いたしまし

た。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第１１、議案第６号 農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

 はじめに、第１区の番号１番から番号４番までの４案件、を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の 田 ３筆 ３，２６７㎡、 

番号２番は、一迫地区の 田 ２７筆 ３１，５５５㎡、 

番号３番は、瀬峰地区の 田 １筆 ２，３４７㎡、畑 １筆 ３，０９４㎡、 

計５，４４１㎡、 

番号４番は、瀬峰地区の 田 １２筆 ８，２３０㎡、で、いずれも新規賃貸借権設定

の４案件、 

 以上、４案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 
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 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 

議長 

 次に、第２区の番号５番の１案件について、審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号５番は、金成地区の 田 １０筆 １０，２３３㎡、新規の賃貸借権設定

の１案件、 

 以上、１案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

次に、討論を行います。 

討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第６号 農用地利用集積計画についての、番号１番から番号５番までの５案件につ

いて、原案を可とすることに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 
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 よって、日程第１１、議案第６号 農用地利用集積計画についての、番号１番から番号

５番までの５案件については、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

議長 

 日程第１２、議案第７号 非農地証明願について、を議題といたします。 

 はじめに、第１区の番号１番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、瀬峰地区の 畑 １筆 ８１７㎡、願出地は、筆界未定地であった

ころに、宅地部分の所有者が住宅を建築したが、その後境界確定したところ当該部分が農

地であり、さらに申請人の所有であることが判明し現在に至り、今後農地への復元が困難

であることから、非農地の証明を願い出た旨の１案件、 

 以上、１案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号１０番 曽根 金雄 委員 から報告願います。 

 

曽根 金雄 委員 

 報告いたします。１０月２０日に４名にて、書類確認及び現地確認を行いました。 

 番号１番の件は、現地確認しましたが資料のとおりであり、合併前に建物を建築し当初

は筆界未定であったが、今年になって境界確定したところ、先ほどのようなことが判明し

たということでした。このようなこともあるのかなと思いながらも、今後、農地への復元

は困難であり、非農地として判断することとしたものです。 

  以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「はい」の声と挙手 ― 

 

 

議長 

 三浦正勝委員。 
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三浦 正勝 委員 

 １１番の三浦です。 

 内容は分かったのですが、確認したいのですが、申出地が宅地ということですが、宅地 

と畑の所有者がそれぞれ誰なのか、また、筆界未定で建築確認が取れた理由を伺いたいの

でお願いします。 

 

議長 

 事務局説明。 

 

事務局 

 現在は境界確定されておりその筆ごとにご説明します。 

土地については筆界未定のころから変わっていません。建物は参考資料にあるとおり

44-2の宅地と同じ所有者です。当初自ら所有の 44-2に建てるという考えのもとで建物を

建てたが、隣接の 44-1に建てたという事が判明、今回の非農地証明申請人は 44-1の土地

所有者による申請となります。 

 建築確認につきましては、農業委員会は所管外であり確認していません。 

 

議長 

 三浦委員よろしいですか。 

 

三浦 正勝 委員 

 了解しました。 

 

議長 

 ほかに質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

次に、第２区の番号２番の１案件、を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号２番は、志波姫地区の 畑 １筆 ４０５㎡、願出地は、昭和５８年頃から

申請人の先代の頃から宅地への接道及び庭として使用してきて現在に至り、今後農地への

復元が困難であることから、非農地の証明を願い出た旨の１案件、 
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以上、１案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、議席番号７番 岩淵 敬一 委員 から報告願います。 

 

岩淵 敬一 委員 

 去る１０月２１日に４名にて、書類確認及び現地確認を行いました。 

 番号２番の件は、ただ今事務局説明のとおり長く宅地への接道及び庭として利用しきて

おり、今後農地への復旧は困難であると判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第７号、非農地証明願についての、番号１番から番号２番の２案件について、原案

のとおり承認することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１２、議案第７号 非農地証明願の、番号１番から番号２番の２案件に

ついては、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

議長 

 日程第１３、議案第８号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について、を議題とい
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たします。 

 それでは、番号１番から７２番までの７２案件について、議案の朗読を省略し、内容を

事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 （説明の前に参考資料の一部訂正を依頼した） 

 それでは議案を説明します。 

 番号１番は、築館地区の 田 １，８６１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２番は、築館地区の 田 １，２２０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３番は、築館地区の 田 １，０５９㎡、地目は、登記現況とも田、 

番号４番は、築館地区の 田 ２７３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５番は、築館地区の 田 ２，８８０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６番は、築館地区の 田 １，５７１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７番は、築館地区の 田 ５，８８１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号８番は、築館地区の 田 ７８０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号９番は、築館地区の 田 ２６６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１０番は、築館地区の 田 ２，６２４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１１番は、築館地区の 田 １，３５１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１２番は、築館地区の 田 １，００２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１３番は、築館地区の 田 ８０３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１４番は、築館地区の 田 ５５９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１５番は、築館地区の 田 ６３９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１６番は、築館地区の 田 ２，２６６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１７番は、築館地区の 田 １，６７７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１８番は、築館地区の 田 ５１３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号１９番は、築館地区の 田 ２，１４２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２０番は、築館地区の 田 １０，４６２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２１番は、築館地区の 田 ３，３７６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２２番は、築館地区の 田 ２，７０６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２３番は、築館地区の 田 ８７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２４番は、築館地区の 田 ２，５０７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号２５番は、若柳地区の 田 ５５３㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号２６番は、若柳地区の 畑 ６５０㎡、地目は、登記が畑、現況が原野、 

 番号２７番は、若柳地区の 畑 ７１６㎡、地目は、登記が畑、現況が原野、 

 番号２８番は、若柳地区の 畑 １，０３３㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号２９番は、若柳地区の 田 １，４８８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３０番は、若柳地区の 田 ５５５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３１番は、若柳地区の 田 １５３㎡、地目は、登記現況とも田、 
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番号３２番は、若柳地区の 田 ３６６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３３番は、若柳地区の 畑 ３，１４９㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号３４番は、若柳地区の 田 １，０００㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３５番は、若柳地区の 畑 ９８１㎡、地目は、登記現況とも畑、 

 番号３６番は、若柳地区の 田 １，０９９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３７番は、若柳地区の 田 １，０１９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３８番は、若柳地区の 田 ９６５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号３９番は、若柳地区の 田 ４７３㎡、地目は、登記は田、現況は原野、 

 番号４０番は、若柳地区の 田 ７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４１番は、一迫地区の 田 ３，９７９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４２番は、一迫地区の 田 ４，８９９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４３番は、一迫地区の 田 ２，１６１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４４番は、一迫地区の 田 １，１８７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４５番は、一迫地区の 田 １，８２８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４６番は、一迫地区の 田 ９９５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４７番は、一迫地区の 田 １，８７４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４８番は、一迫地区の 田 １，５５４㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号４９番は、一迫地区の 田 ７２２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５０番は、一迫地区の 田 １，０６１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５１番は、一迫地区の 田 １，８３５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５２番は、一迫地区の 田 ２，６６８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５３番は、一迫地区の 田 ２，２８０㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５４番は、一迫地区の 田 ８５３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５５番は、一迫地区の 田 ４，３１２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５６番は、一迫地区の 田 １，０５５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５７番は、一迫地区の 田 ５４５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５８番は、一迫地区の 田 ５９１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号５９番は、一迫地区の 田 ４８５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６０番は、一迫地区の 田 ５５７㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６１番は、一迫地区の 田 ２，１７３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６２番は、一迫地区の 田 ４５３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６３番は、一迫地区の 田 ６６２㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６４番は、一迫地区の 田 ４１９㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６５番は、一迫地区の 田 １４８㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６６番は、一迫地区の 田 ２１６㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６７番は、一迫地区の 田 ２２３㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６８番は、一迫地区の 田 ２２１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号６９番は、一迫地区の 田 １，７０３㎡、地目は、登記現況とも田、 
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 番号７０番は、一迫地区の 田 ２，６４５㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７１番は、一迫地区の 田 ２，１８１㎡、地目は、登記現況とも田、 

 番号７２番は、一迫地区の 田 ３，０００㎡、地目は、登記現況とも田、 

以上、７２案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声 ― 

 

議長 

 質疑なしと認め、次に、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認め、これより採決を行います。 

 議案第８号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断について、原案のとおり決定する 

ことに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 
 

議長 

 挙手多数であります。 

 よって、日程第１３、議案第８号 農地利用状況調査に伴う非農地の判断については、

原案のとおり、決定することに決定いたしました。 

 

議長 

 日程第１４、議案第９号 空き家に付属する農地指定申請について、を議題といたしま

す。 

 第１区の番号１番の１案件、について審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、一迫地区の 田 １筆 １，６０８㎡、畑 １筆 ４０１㎡、合計
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２，００９㎡で、空き家情報登録については令和３年５月１０日登録済です。なお、本案

件の承認後に、農地法第３条による売買の許可申請手続きが行われる予定となっていま

す。 

 以上、１案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、曽根 茂 推進委員 から報告願います。 

 

曽根 茂 推進委員 

 私のほうから報告いたします。１０月２０日に書類確認及び現地確認を行いました。 

 詳細は事務局説明のとおりであり、番号１番の件は、現地確認を行いましたところ、 

資料にある写真以上にきれいに草刈がなされ管理されており、農地指定にあたっては特に

問題なしと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認め、これをもって質疑を終わります。 

 次に、討論を行います。討論ありませんか。 

 

  ―「討論なし」の声― 

 

議長 

 討論なしと認めます。これより採決を行います。 

 議案第９号 空き家に付属する農地指定申請についての、番号１番の１案件について、

原案のとおり指定することに賛成の委員は、挙手願います。 

 

  ―「挙手多数」― 

 

 

議長 

 挙手多数であります。 
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 よって、日程第１４、議案第９号 空き家に付属する農地指定申請についての、番号 

１番の１案件については、原案のとおり指定することに決定いたしました。 

 

議長 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

 これで、令和４年 第１０回 栗原市農業委員会総会を閉会いたします。 

 

 ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

  ＜ 午後２時５０分 閉会 ＞ 

 

 

 

 本会議の顛末を記録し、その正当なることを証するためここに署名捺印する。 

 

 

          議     長                 

 

 

          議事録署名委員                 

 

 

          議事録署名委員                 


